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市属憲章
住みよい白石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

＊自然を愛し　住みよい白石を　つく1）ます。

＊文化を高め　美しい心を　そだてます。

＊健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

＊仕事にはげみ　豊かな郷土を　つく聖）ます。

＊きまヒ）を守1）　明るい社会を　きずきます。



昭
和
五
十
五
年
度

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
に
向
つ
て

輝
か
し
い
将
来
の
展
望
に
立
っ
て
、

関
係
音
の
理
解
と
協
力
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
全
力
を
奮
っ
て
実
現
す
る
決
意

で
あ
り
ま
す
。
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昭
和
五
十
五
年
度
の
市
政
執
行
の

裏
付
け
と
な
る
予
算
案
、
そ
の
他
の

ご
審
議
を
い
た
だ
く
第
百
七
十
六
回

定
例
市
議
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、
所

懐
の
一
端
を
述
べ
、
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
特
に
今
年
度
は
、
私
に
残
さ
れ
た

任
期
の
最
後
の
年
度
に
あ
た
り
、
懸

案
の
諸
問
題
解
決
に
全
力
を
尽
く
し

一
つ
の
区
切
り
を
つ
け
る
年
で
も
あ

ろ
、
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
不
幸
に
し
て
一
時
病
に
た

お
れ
、
直
接
市
政
を
み
る
こ
と
が
で

　
第
百
七
十
六
回
定
例
市
議
会
は
、
一
二
月
十
日
か
ら
同
月
二
十

二
臼
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
、
市
長
の
施
政
方
針
の
表
明

と
五
十
五
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
特
別
会
計
の
予
算

審
議
や
条
例
の
改
廃
そ
れ
に
一
般
質
問
な
ど
で
し
た
。
そ
こ
で

市
の
行
政
を
指
標
す
る
”
施
政
万
針
”
に
ス
ポ
ッ
ド
を
当
て
て

そ
の
う
ち
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

き
な
か
っ
た
時
期
が
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
各
位
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
と

激
励
に
よ
り
健
康
を
回
復
す
る
と
と

も
に
、
滞
り
な
く
市
政
を
執
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め

て
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　
私
は
、
就
任
以
来
今
日
ま
で
、
つ

ね
に
明
る
い
市
政
の
確
立
と
、
市
民

す
べ
て
の
福
利
の
増
進
を
念
じ
つ
つ

市
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
私
の
念
願
は
、
ほ
ぼ
達

成
さ
れ
、
努
力
が
実
っ
て
い
る
の
も

皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝

を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
．
、

今
後
共
．
こ
の
考
え
を
堅
持
し
、
一

層
努
力
し
、
市
民
の
負
託
に
応
え
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昭
和
五
十
五
年
度
に
臨
ん

で
、
私
が
最
も
力
を
い
た
す
べ
き
重

要
施
策
の
一
つ
は
、
新
幹
線
新
白
石

駅
前
区
画
整
理
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　
東
北
新
幹
線
新
白
石
駅
は
、
故
麻

生
市
長
の
積
年
の
夢
と
努
力
か
見
事

に
結
実
し
、
決
定
を
み
た
も
の
で
、

そ
の
遺
志
を
体
し
、
こ
れ
を
成
就
す

る
こ
と
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で

あ
り
、
誇
り
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
予

定
さ
れ
て
い
る
昭
和
五
卜
六
年
秋
の

開
通
に
集
点
を
合
わ
せ
、
白
石
市
の

曳

　
次
に
、
重
点
施
策
と
し
て
他
に
優

先
し
て
取
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い

る
も
の
を
率
直
に
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
一
は
、
新
幹
線
開
通
を
軸
と

し
、
本
市
に
大
学
を
誘
致
す
る
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
県
南
に
お
け
る
交
通
の

要
衝
に
あ
た
り
、
加
え
て
広
大
な
土

地
、
破
壊
さ
れ
な
い
豊
か
な
緑
、
清

ら
か
な
多
量
の
水
を
擁
し
、
快
適
な

生
活
を
営
む
上
で
の
あ
ら
ゆ
る
条
件

を
具
備
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

ひ
る
が
え
っ
て
教
育
機
関
の
実
情
に

目
を
転
じ
た
と
き
、
仙
南
地
区
の
中

心
地
で
あ
り
多
数
の
学
徒
が
四
辺
に

存
在
す
る
と
同
時
に
、
当
市
の
み
で

も
県
立
白
石
高
等
学
校
、
同
工
業
高

等
学
校
、
同
女
子
高
等
学
校
を
有
し

こ
れ
ら
周
辺
の
高
等
学
校
を
も
含
め

卒
業
す
る
者
の
多
く
が
進
学
を
希
望

し
な
が
ら
、
地
元
に
大
学
が
な
い
た

め
、
や
む
を
得
ず
大
都
市
圏
へ
進
学

路
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
現
状
は
、

ま
こ
と
に
憂
う
べ
き
．
こ
と
で
あ
り
ま

（

す
。
本
市
内
に
大
学
を
設
置
す
る
こ

と
は
全
市
民
の
宿
願
で
あ
り
、
そ
の

機
も
将
に
熟
し
て
お
り
ま
す
。
私
が

大
学
誘
致
を
重
点
施
策
と
し
て
取
り

上
げ
る
所
以
で
あ
り
ま
す
。

　
議
員
諸
賢
を
は
じ
め
、
市
民
各
位

が
拳
っ
て
そ
の
実
現
の
た
め
力
添
え

を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
希
い
ま
す
。
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雲
、
麟
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醇

　
そ
の
二
は
、
青
少
年
野
外
活
動
施

設
の
設
置
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
青
少
年
が
健
全
に
育

施政万針を表明する市長

ち
ゆ
く
こ
と
を
願
う
の
は
、
ひ
と
り

為
政
者
の
み
な
ら
ず
、
全
国
民
の
一

致
し
た
願
望
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
手

段
、
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
広
大
な
蔵
王
の
自
然
を
活

か
し
、
市
内
外
の
青
少
年
が
自
由
に

交
流
で
き
る
野
外
活
動
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
も
大
き
な
一
つ
の
方
法
と

考
え
ま
す
。

　
幸
に
し
て
本
市
内
に
は
、
仙
台
平

野
か
ら
太
平
洋
ま
で
一
望
で
き
る
見

晴
し
の
よ
い
景
勝
地
と
し
て
南
蔵
王

山
麓
地
帯
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所

に
青
少
年
野
外
活
動
施
設
を
設
置
す

る
こ
と
を
、
過
般
文
部
省
当
局
に
陳

情
い
た
し
て
お
り
、
是
非
実
現
し
た

い
と
考
え
重
点
施
策
と
し
、
更
に
こ

れ
を
中
心
に
南
蔵
王
の
画
期
的
な
開

発
を
企
図
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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そ
の
三
は
、
工
場
の
誘
致
で
あ
り

ま
す
。

　
本
市
が
真
に
活
力
あ
る
ま
ち
と
し

て
発
展
す
る
た
め
に
は
、
安
定
性
を

も
っ
た
将
来
性
の
あ
る
企
業
を
誘
致

し
、
振
興
す
る
こ
と
が
基
盤
と
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
ま
す
。

　
経
済
は
、
高
度
成
長
の
時
代
か
ら

安
定
成
長
の
時
代
に
入
っ
た
と
謂
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
か
っ
て
本
市
内
に
進
出
、
ま
た
は

誘
致
さ
れ
た
企
業
は
、
転
変
極
ま
り

な
い
厳
し
い
経
済
情
勢
の
渦
中
に
お

か
れ
な
が
ら
も
、
よ
く
今
日
ま
で
安

定
し
た
経
営
を
続
け
、
そ
こ
に
多
く

の
労
働
力
を
吸
収
し
な
か
ら
、
そ
れ

な
り
に
市
勢
の
進
展
に
寄
与
し
て
ま

い
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
入
口
の
流
入
を
促
進

し
、
そ
の
定
着
を
図
る
た
め
に
は
、

男
子
型
の
工
場
誘
致
が
必
須
の
要
件

と
な
り
ま
す
。

私
は
、
こ
の
男
子
型
工
場
の
誘
致
を

重
点
施
策
の
］
つ
と
し
て
、
そ
の
実

現
に
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　
懸
案
事
項

　
次
に
懸
案
事
項
で
ご
ざ
い
ま
す
が

市
民
待
望
の
中
央
公
民
館
の
建
設
及

び
市
民
プ
ー
ル
の
設
置
は
、
す
で
に

そ
の
用
地
取
得
を
了
し
、
着
工
を
待

つ
段
階
で
あ
り
ま
す
が
、
健
全
財
政

維
持
の
見
地
か
ら
、
補
助
、
起
債
等

財
源
の
見
通
し
が
つ
き
次
第
着
工
し

市
民
の
希
望
に
応
え
る
考
え
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
生
活
に
直
接
関
連
の

あ
る
道
路
、
橋
梁
の
改
良
整
備
、
特

に
越
河
、
斎
川
地
区
の
上
水
道
を
含

む
水
枯
れ
救
済
対
策
そ
の
地
市
民
福

祉
の
向
上
の
た
め
の
施
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
あ
ら
ゆ
る

困
難
を
排
除
し
て
真
剣
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
新
年
度
に
臨
む
に
あ
た
っ

て
、
施
策
の
方
針
の
概
略
を
申
し
上

け
ま
し
た
。

　
各
位
の
ご
理
解
ご
支
援
を
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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一般会計当初予算

総額
58億5，097万4千円
　　　　を計止

　
国
は
、
近
年
に
お
け
る
相
次
ぐ
原

油
価
格
の
値
上
、
物
価
の
動
向
、
雇

用
情
勢
等
を
背
景
に
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
認
識
に
立
っ
て
、
財
政
の
健

全
化
を
基
調
に
予
算
を
編
成
し
て
お

り
、
当
市
に
お
い
て
も
、
国
の
こ
の

よ
う
な
方
針
を
踏
ま
え
、
一
般
経
費

の
増
加
を
極
力
圧
縮
す
る
こ
と
に
つ

と
め
る
と
と
も
に
、
財
源
の
重
点
的

且
つ
効
率
的
配
分
を
行
い
、
新
基
本

計
画
を
実
施
し
、
さ
ら
に
施
政
方
針

に
述
べ
ま
し
た
諸
施
策
を
強
力
に
推

進
し
て
い
く
基
本
的
考
え
で
、
本
年

度
の
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。
そ
の

主
な
歳
入
歳
出
の
予
算
は
次
の
と
お

り
で
、
本
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り

ま
し
た
。

市
税
は
二
十
四
・
五
響

　
歳
入
は
市
民
が
直
接
納
め
る
市
税

が
全
体
の
二
四
・
五
％
に
あ
た
る
十

四
億
三
千
四
百
三
十
七
万
五
千
円
、

つ
い
で
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
十

八
憶
二
千
万
円
、
国
庫
支
出
金
が
一
り
、
前
年
当
初
よ
り
十
四
．

億
九
千
五
百
十
九
万
一
千
円
、
市
債
伸
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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が
三
億
二
千
六
百
万
円
、
そ
れ
に
県

支
出
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、
諸

収
入
な
ど
総
額
五
十
八
億
五
千
九
十

七
万
四
干
円
の
歳
入
を
見
込
ん
で
お
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愛
情
と
連
帯
に
支
え
ら
れ
た
地
域

社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

鷹
ノ
巣
地
区
が
県
の
モ
デ
ル
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
地
域
と
し
て
指
定
を
受
け
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
通
じ
て
住
民

参
加
の
意
欲
を
助
長
す
る
た
め
に
、

今
年
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
建
設
用
地
を
取
得
い
た
し
ま
す
。

　
　
そ
の
他
主
な
も
の
は

　
議
会
費
匪
一
憶
四
干
二
十
万
二
千

円
、
議
会
運
営
費
及
び
事
務
局
に
用

す
る
費
用
と
し
て
、

　
総
務
費
目
八
億
八
千
七
百
五
十
五

万
八
千
円
、
こ
の
中
に
は
交
通
安
全

対
策
費
一
干
五
百
二
十
五
万
円
、
行

政
連
絡
費
に
一
千
九
百
二
万
六
千
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
策
費
に
一
千
五
百

七
万
五
千
円
、
税
務
関
係
に
一
億
一

千
二
百
十
万
円
、
戸
籍
住
民
基
本
台

帳
関
係
に
四
千
三
百
万
円
、
各
種
選

挙
関
係
と
し
て
三
千
六
百
五
十
三
万

八
千
円
、
統
計
調
査
費
一
千
九
百
四

十
七
万
四
千
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
消
防
費
u
二
億
五
百
八
十
四
万
二

千
円
、
こ
の
中
に
は
消
防
施
設
費
用

と
し
て
一
千
七
十
八
万
円
が
含
ま
れ

て
お
り
ま
す
、

泌

羅
，

　
獄

転

、
驚

17億4，331万8千円

　
民
生
費
”
十
一
億
二
千
八
百
十
九

万
三
千
円
、
こ
の
中
に
は
白
石
市
社

会
福
祉
協
議
会
助
成
金
五
百
十
一
万

三
千
円
、
身
体
障
害
者
福
祉
費
に
一

千
九
百
八
十
四
万
六
千
円
、
老
人
福

祉
費
、
に
三
億
一
干
三
百
八
十
六
万
四

千
円
、
老
入
福
祉
セ
ン
タ
ー
費
一
千

三
百
八
十
六
万
二
千
円
、
乳
用
児
医

療
費
助
成
金
一
千
六
百
六
十
六
万
円
、

児
童
手
当
八
千
百
七
十
万
四
千
円
、

保
育
園
費
四
千
六
百
四
十
五
万
九
千

円
、
生
活
保
護
費
三
億
七
百
二
十
一

万
六
千
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
衛
生
費
、
1
1
一
億
五
千
八
百
二
十
四

万
六
千
円
、
こ
の
中
に
は
各
種
検
診

委
託
料
一
干
三
百
四
万
九
千
円
。
仙

南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金

4

九
百
八
十
』
万
円
、
健
康
セ
ン
タ
ー
費

一
千
百
五
十
七
万
二
千
円
、
予
防
費

二
千
九
百
六
十
二
万
五
千
円
、
環
境

衛
生
費
干
七
十
三
万
三
千
円
、
地
域

医
療
対
策
費
三
百
十
四
万
四
千
円
、

公
害
対
策
費
百
六
十
九
万
四
千
円
、

清
掃
費
四
億
九
百
九
十
二
万
七
千
円

な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
労
働
費
”
四
干
六
百
九
十
五
万
二

千
円
、
こ
の
中
に
は
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
に
五
百
三
十
一
万
六
千
円
、
働
く

婦
入
の
家
運
営
費
に
四
百
二
十
六
万
三

千
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

翠
傷

螺

、
灘　灘謂h

　辮雛

5億7，905万9千円

　
農
林
水
産
業
費
u
四
億
四
千
百
六
十

一
万
四
千
円
。
こ
の
中
に
は
農
業
委

員
会
費
七
百
万
八
干
円
、
白
石
市
農

業
祭
負
担
金
、
水
稲
病
害
虫
防
除

土木費

億9，286万9千円

　〔20．4％）

衛生費

5億6，817万3干円

　（9．7％）

。笥1逸　　歳　　　出
嵜　　　　58億5，097万4千円

17万3干円　　　　　　　　　　　　　民生費

・7％）　　（100％）　11億2，819万3干円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19．3％）

教育費

6億9，840万4千円

《
　　　，9％）　　　総務費

　　　　　　　　8億8，755万8千円

　　　　　　　　　　（15．2％）

消防費
2億573万2干円

　　　（3．5％）
議会費
1億4，020万2干円
　　　12．4％）
商工費　　　　F
1億3，744万5千円
　　　〔2，4％）
労働費　　　　．
　　4，695万2干円
　　　（0．8％）

予備費191万2論

災害復鵬8千円r

事
業
費
補
助
金
、
農
村
青
少
年
育
成

資
金
利
子
補
給
補
助
金
な
ど
農
業
振

興
費
と
し
て
一
千
百
六
十
六
万
七
千

円
、
自
給
飼
料
生
産
総
合
振
興
対
策

事
業
費
補
助
金
な
ど
畜
産
業
費
と
し

て
五
千
二
百
十
万
七
千
円
、
ほ
場
整

備
事
業
道
排
水
路
漁
業
資
金
補
助
金

な
ど
農
地
費
五
千
三
百
七
十
九
万
四

干
円
、
地
籍
調
査
費
一
千
十
七
万
円

山
根
水
路
改
修
事
業
費
一
千
八
百
二

十
万
円
、
渇
水
対
策
費
五
千
三
百
万

円
、
市
行
造
林
費
一
千
九
百
八
十
五

万
六
千
円
、
林
道
開
設
費
二
千
八
百

五
十
五
万
円
、
第
二
次
林
業
構
造
改

善
事
業
費
九
干
五
百
五
十
五
万
三
千

円
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
商
工
費
団
一
億
三
千
七
百
四
十
四

万
五
干
円
、
こ
の
中
に
は
、
白
石
市

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
制
度
貸
付

金
四
千
万
円
、
白
石
市
小
企
業
小
口

融
資
制
度
貸
付
金
四
百
万
円
な
ど
商

工
業
振
興
費
八
干
五
十
一
万
五
千
円

白
石
ス
キ
ー
場
取
付
道
路
改
良
工
事

等
の
観
光
費
に
二
千
九
百
七
十
九
万

六
千
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
東
北
新
幹
線
白
石
駅
周
辺
の
都
市

計
画
事
業
、
下
水
道
事
業
、
市
道
の

新
設
改
良
事
業
等
に
つ
い
て
本
年
も

積
極
的
に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
．

　
土
木
費
目
十
一
億
九
千
二
百
八
十

六
万
九
千
円
、
こ
の
中
に
は
道
路
維

持
費
二
千
五
百
二
十
四
万
八
千
円
、

道
路
新
設
改
良
費
”
一
億
四
千
九
百

三
十
三
万
九
千
円
、
橋
梁
新
設
改
良

費
一
千
七
百
九
十
五
万
二
千
円
、
川

原
子
線
道
路
改
良
事
業
費
六
千
九
百

五
万
円
、
鳥
越
線
道
路
改
良
事
業
費

六
千
五
万
円
、
公
園
整
備
事
業
費
二

干
百
七
十
二
万
七
千
円
、
土
地
区
画

整
理
事
業
費
三
億
九
千
二
百
十
一
万

六
千
円
、
．
公
営
住
宅
建
設
事
業
費
一

億
五
千
六
十
五
万
六
千
円
な
ど
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

6億9、840万4千円

教
育
費
一
六
億
九
千
八
百
四
十
万

四
千
円
、
こ
の
中
に
は
仙
南
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
負
担
金
な
ど
の
教

育
振
興
費
に
一
千
三
百
七
十
六
万
四

千
円
、
大
鷹
沢
小
学
校
屋
内
運
動
場

改
築
工
事
、
福
岡
小
学
校
プ
ー
ル
建

設
工
事
費
に
一
億
九
百
六
十
九
万
円

幼
稚
園
費
六
千
五
百
八
十
二
万
八
千

円
、
図
書
館
費
九
百
八
十
一
万
一
干

円
、
文
化
財
保
護
費
三
百
四
十
一
万

三
千
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

　
　
十
八
億
七
千
七
百
九
十
万
六
千
円

11億9，286万9千

国
民
健
康
保
険

十
五
億
二
千
七
十
五
万
七
干
円

白
石
市
簡
易
水
道
事
業

一
千
百
五
十
八
万
六
千
円

白
石
市
下
水
道
事
業

三
億
二
千
六
百
六
十
一
万
一
千
円

白
石
市
地
方
卸
売
市
場
事
業

三
千
五
十
三
万
八
千
円

5



…議
…
灘
毒
…

際

　
今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
二
十
三

の
条
例
改
廃
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
市
民
生
活
に
関
係
す
る
主
な
も
の

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
体
育
館

　
　
市
民
会
館

　
　
使
用
料
の
一
部
改
正

　
市
民
体
育
館
、
市
民
会
館
の
使
用

料
は
、
昭
和
三
十
九
年
同
館
が
開
設

さ
れ
て
以
来
今
日
ま
で
十
五
年
余
に

わ
た
つ
て
据
置
き
利
用
に
供
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
こ
こ
数
年
来
の
諸
物

価
の
高
騰
、
特
に
灯
油
価
格
の
急
激

な
上
昇
に
加
え
て
電
気
料
金
の
値
上

げ
等
に
よ
り
、
こ
れ
ら
経
費
と
会
館

白
石
市
清
掃
条
例

　
　
　
　
の
改
正

　
清
掃
条
例
は
、
昭
和
二
十
九
年
に

制
定
さ
れ
た
清
掃
法
に
基
づ
い
て
制

定
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が

そ
の
後
の
経
済
の
発
展
に
伴
う
都
市

形
態
、
生
活
様
式
の
変
化
に
対
応
し

生
活
環
境
の
保
全
上
、
全
面
的
な
法

改
正
が
な
さ
れ
、
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
と
改
め
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
新
法
は
、
著
し
く
立
ち
遅
れ
た
状

況
下
に
あ
る
廃
棄
物
の
処
理
体
系
の

拡
充
強
化
及
び
近
代
化
を
図
る
た
め

の
諸
施
策
を
推
進
し
、
生
活
環
境
の

保
全
、
都
市
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物

処
理
施
設
の
高
度
化
、
対
市
民
清
掃

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
根
拠
法
規
が

こ
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
市
の
清
掃
条
例
の
全
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
．

白
石
市
都
市
計
画

　
　
特
別
工
業
地
区

　
　
　
建
築
条
例
の
制
定

　
市
の
代
表
的
地
場
産
業
で
あ
る
こ

け
し
、
木
地
玩
具
製
造
業
及
び
製
粉

製
麺
業
の
保
護
育
成
を
図
る
た
め
、

用
途
地
域
の
一
部
を
特
別
工
業
地
区

に
指
定
し
、
こ
の
地
区
内
の
こ
れ
ら

製
造
業
の
建
築
物
に
限
り
、
建
築
基

準
法
に
よ
る
制
限
を
緩
和
し
、
増
加

す
る
製
品
需
要
に
応
え
る
た
め
に
す

る
新
型
機
械
設
備
導
入
に
伴
う
工
場

の
増
改
築
を
可
能
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
こ
の
条
例
に
よ
る
建
築
物
の
緩
和

措
置
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

騒
音
公
害
等
の
発
生
を
防
止
す
る
構

造
と
す
る
よ
う
義
務
づ
け
た
規
定
を

適
用
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
万
一

違
反
の
あ
っ
た
場
合
の
罰
則
規
定
も

設
け
て
お
り
、
騒
音
公
害
の
防
止
に

万
全
を
期
し
、
地
場
産
業
の
振
興
を

促
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

6

使
用
料
と
の
間
に
著
し
い
不
均
衡
が
料

生
じ
料
金
を
こ
の
ま
ま
据
置
く
こ
と
用

か
不
可
能
と
な
り
改
正
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
・
　
　
　
　
　
使

使
用
料
の
改
正
に
あ
た
っ
て
、
近
室

隣
各
市
の
使
用
料
を
参
考
に
検
討
し

た
結
果
、
暖
房
使
用
料
に
つ
い
て
は
各

現
行
使
用
料
に
百
五
十
九
智
を
、
各

室
使
用
料
に
つ
て
は
三
十
一
智
を

そ
れ
ぞ
れ
上
乗
せ
し
た
額
と
し
、
本

年
四
月
一
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

室

別

区
分

時
間
区
分

大ホール

体
育
競
技
に

使
用
す
る
場

合右
以
外
に
使

用
す
る
場
合

ス
テ
ー
ジ
の
み

第
　
　
集
会
室

第
二
集
会
室

第
三
集
会
室

特
　
　
別
　
　
室

展
示
ホ
ー
ル

平
日
使
用
の
場
合

午

前

～　8
12時
時30
　　分

　
　
円

三
、
一
一
一
〇
〇

六
、
吾
。

一
一
、
六
〇
〇

、
一
〇
〇

八
8

四
〇
〇

八
O
O

七
〇
〇

午
後

o
時

～
5
時

四
￥
一
〇
〇

八
、
二
8

【
一
一
、
三
〇
〇

一
￥
一
一
δ
。

一
、
一
。
O

六
〇
〇

一
、
。
。
。

一
、
九
8

夜
間

5
時～

－o
時

穴
、
五
〇
〇

一
三
、
O
O
O

六
￥
五
。
O

　
一
、
き
O

三
、
四
〇
〇

二
、
。
O
O

￥
一
。
。

三
、
O
O
O

全
　
日

土
曜
日
使
用
の
場
合

午
前

　　8
～時
1030
時分

　　8
1時
1230
時分

三
、
一
〇
〇

茜
￥
四
〇
〇

二
￥
5
0

五
￥
九
〇
。

四
、
六
〇
〇

三
、
O
O
O

二
￥
六
〇
〇

四
、
六
8

一
一
一
、
三
〇
〇

六
、
五
〇
〇

二
、
六
〇
〇

￥
一
。
。

八
O
O

四
〇
〇

八
O
O

七
〇
〇

午
後

o
時ー

5
時

五
、
四
〇
。

5
、
八
。
。

四
、
六
〇
〇

二
￥
六
8

一
一
、
O
O
O

￥
一
〇
〇

一
、
O
O
O

一
一
、
一
〇
〇

夜
間

全
　
日

日
曜
日
・
休
日
使
用
の
場
合

午

前

　　5
～時
10
時

　　8
1時
1030
時分

　　8
1時
1230
時分

六
、
吾
O

＝
一
一
、
O
O
O

六
、
五
。
O

三
、
九
〇
〇

一
一
一
、
四
〇
〇

二
、
。
。
。

、
一
。
。

一
　
￥
O
O
O

＝
一
一
、
四
〇
〇

二
七
、
O
O
O

一
二
、
四
〇
〇

七
￥
一
δ
O

五
、
九
〇
〇

一
一
一
、
七
8

一
一
￥
六
〇
〇

五
、
九
〇
〇

四
、
一
一
δ
O

八
、
六
〇
〇

三
、
七
8

二
、
5
0

一
、
九
〇
〇

【
、
O
O
O

八
O
O

一
、
七
。
O

午
後

o
時～

5
時

五
、
四
。
O

ろ
￥
八
。
。

四
、
六
8

一
一
￥
六
〇
〇

一
一
、
。
。
O

、
一
。
O

一
、
O
。
O

二
、
一
〇
〇

夜
間

全
　
日

　　5
～時
10
時

　　8
～時
1030
時分

六
、
吾
O

＝
‘
、
O
O
O

六
、
吾
O

三
、
九
〇
〇

一
二
、
四
〇
〇

一
一
、
O
O
。

、
一
〇
。

屋
￥
O
O
O

茜
、
五
〇
〇

二
九
、
O
。
O

≡
、
四
〇
〇

八
、
二
。
O

六
、
吾
O

四
、
二
〇
。

二
、
六
〇
〇

六
、
九
〇
〇

4・6（日）～4・15（火）

春の全風交蓮安全運動1寧

－
」
躍
欄

　
　
　
「
史
航
』
β
〆
ン
犀
寓
、

τ

難謬撃

㎏
簿

、
吾

薦」、　吋
飽㌧

醸籍

　濯　ぎ

鐵

灘
甥

駆
穐
．

、

欝
鷺
譲

轍鼻怖

　羅
懇

　
桜
の
新
入
学
期
を
迎
え
て
四
月
六

日
か
ら
十
日
間
恒
例
の
「
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
昨
年
一
年
間
、
白
石
警
察
署
管
内

の
交
通
事
故
は
、
発
生
件
数
百
七
十

三
件
、
死
者
十
人
、
傷
者
二
百
二
十

四
人
で
五
十
三
年
に
く
ら
べ
発
生
件

数
傷
者
は
大
巾
に
減
少
し
、
死
者
は

増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
発
生

件
数
は
、
二
年
連
続
の
増
加
が
減
少

に
転
じ
、
傷
者
も
二
年
連
続
の
増
加

が
減
少
に
転
じ
た
が
、
死
者
は
、

年
連
続
し
て
増
加
し
ま
し
た
。

■
…
：

自
宅
の
近
く
が
危
険
地
帯

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
■

　
〃
く
る
ま
社
会
”
の
中
で
の
弱
者

は
歩
行
者
　
　
と
く
に
子
供
と
老
人

で
あ
る
こ
と
を
警
察
庁
の
数
字
が
は

っ
き
り
と
”
証
言
”
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
一
年
間
で
実
に
二
千
九
百
一

人
の
歩
行
者
が
車
に
ハ
ネ
ら
れ
て
亡

く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
内
訳
を
見
ま

す
と
、
死
亡
者
の
ト
ツ
プ
は
七
十
歳

以
上
の
老
人
で
七
百
五
十
九
人
。
二

位
に
幼
児
の
五
百
四
人
が
続
き
、
以

下
、
六
十
歳
代
（
四
百
五
人
）
小
学

生
（
百
七
十
四
入
）
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
弱
肉
強
食
」
と
い
う
”
ジ
ヤ
ン

グ
ル
の
掟
”
は
、
交
通
戦
争
の
中
に

も
生
き
て
い
る
　
　
と
い
っ
て
は
言

い
過
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

　
予
供
の
場
合
、
ど
ん
な
と
き
に
悲

惨
な
交
通
事
故
が
起
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
警
察
庁
の
追
跡
調
査
に
よ
り

ま
す
と
、
自
宅
近
■
く
の
事
故
が
最
も

多
く
、
と
く
に
半
径
五
十
メ
ー
ト
ル

以
内
で
ひ
ん
発
し
て
い
ま
す
。
・

　
こ
う
し
た
傾
向
は
幼
児
ほ
ど
強
く
、

小
学
生
で
は
下
校
時
か
、
学
校
か
ら

帰
っ
て
一
・
二
時
間
後
に
い
ち
ば
ん

多
く
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
曜
日
別
に
見
て
も
、
土
、
日
曜

の
事
故
発
生
率
か
高
い
こ
と
か
ら
、

一
種
の
解
放
感
が
事
故
に
結
ぴ
つ
く

の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
」
と
警
察

で
は
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
子
供
は
ひ
と
つ
の
こ
と
に
夢
中
に

な
り
ま
す
と
、
ま
わ
り
の
も
の
が
目

に
入
ら
な
く
な
り
、
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
て
車
道
に
と
び
出
し
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
子
供
は
大
人
と
違
っ
て

そ
の
と
き
ど
き
の
気
分
で
行
動
す
る

特
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
母
さ
ん

や
運
転
者
は
、
こ
の
こ
と
を
十
分
に

わ
き
ま
え
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
。

■
…
・

自
転
車
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
■

　
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
、
思
わ
ず

ヒ
ャ
ッ
と
し
た
ご
経
験
は
、
ど
な
た

に
も
一
度
や
二
度
は
必
ず
あ
る
は
ず

で
す
。

　
現
在
、
日
本
の
自
転
車
普
及
率
は

国
民
二
入
に
一
台
と
い
う
文
字
通
り

の
”
自
転
屯
王
国
”
と
な
っ
て
い
ま

す
．　

そ
れ
だ
け
に
卓
と
自
転
車
に
よ
る

入
身
事
故
は
、
き
わ
め
て
高
い
数
字

を
示
す
よ
う
に
．
な
り
ま
し
た
。
咋
年

一
年
間
だ
け
で
も
千
七
人
の
生
命
が

失
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
は
歩
行
者
事
故
の
ち
ょ
う
ど

半
分
。
「
二
人
に
一
台
」
と
い
う
自
転

車
の
普
及
率
と
符
合
す
る
の
は
単
な

る
偶
然
の
一
致
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
自
転
車
利
用
中
の
死
者
の

年
齢
別
統
計
を
み
て
み
ま
す
と
、
こ

こ
で
も
歩
行
者
の
場
合
と
同
じ
よ
う

に
七
十
歳
以
上
（
二
百
三
十
二
人
）

が
一
位
で
、
二
位
が
六
十
歳
代
（
二

百
十
三
人
）
、
そ
し
て
三
位
が
小
学
生

の
百
十
七
人
と
な
つ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
事
実
は
、
自
転
車
の
運
転
も

的
碓
な
判
断
力
や
反
射
神
経
を
必
要

と
す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

，
死
亡
事
故
を
分
析
し
て
み
ま
す
と

斜
め
横
断
や
、
信
号
無
視
、
急
な
と

び
出
し
な
ど
、
自
転
卓
の
交
通
ル
ー

ル
違
反
が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
自
転
車
に
も
右
・
左
折
、
さ
ら
に

停
止
す
る
時
の
合
図
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を

必
す
守
り
ま
し
よ
う
．
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、
諺

悉

［
箆
、

翼
密
鍵
ぎ

　
犬
を
飼
う
こ
と
に
な
る
と
、
狂
犬

病
予
防
法
と
い
う
法
律
に
も
と
づ
い

て
、
犬
鑑
札
と
注
射
済
の
一

つ
の
鑑

　　　　　　暴

　　　　羅

　　　

難

要

ぽ
き欝誠

湾

札
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
飼
い
主
の
社
会
に
対
す

る
大
き
な
義
務
で
、
絶
対
に
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
市
役
所
へ
飼

い
犬
の
登
録
を
し
ま
す
。
該
当
す
る

犬
は
血
統
書
な
ど
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
犬
で
生
後
三
ヵ
月

以
上
の
も
の
で
す
。
手
続
き
が
済
む

と
、
鑑
札
（
登
録
票
）
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
首
輪
な
ど
に
つ

け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

予
防
接
種
の
受
け
方

　
畜
犬
登
録
を
し
た
犬
は
、
春
と
秋

の
二
回
、
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
予
防
接

種
を
受
け
る
と
保
健
所
か
ら
注
射
済

票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
鑑
札
も

登
録
票
と
い
っ
し
ょ
に
犬
に
つ
け
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
料
金
三
千
五
百
円
（
登
録
料
｝
頭

　
に
つ
き
二
干
円
・
注
射
料
一
頭
に

　
つ
き
千
五
百
円
）

▽
期
間
中
に
注
射
を
受
け
る
こ
と
が

　
出
来
な
か
っ
た
場
合
は
獣
医
師
が

　
戸
別
に
訪
問
し
て
注
射
す
る
こ
と

　
に
な
り
ま
す
の
で
料
金
の
外
に
二

　
干
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
ず
。

鑑
札
を
受
け
て
い
な
い
場
合

　
飼
い
犬
に
必
要
な
鑑
札
を
つ
け
て

い
な
い
犬
は
、
全
部
無
条
件
で
仰
留

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
取

締
ら
れ
る
側
か
ら
考
え
る
と
、
非
常

に
き
つ
そ
う
に
み
え
ま
す
が
、
万
一

の
こ
と
を
思
う
と
、
ぜ
ひ
二
つ
の
鑑

札
だ
け
は
受
け
て
責
任
を
は
た
し
ま

し
よ
・
つ
。

　
犬
の
死
亡
及
び
所
有
権
の
放
棄
を

し
た
場
合
は
必
ず
市
衛
生
課
又
は
各

出
張
所
、
分
室
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

8

犬の登録並びに狂犬病予防注射実施日程表

獣　医師間時所場曜月日地区

好斉藤

笹谷源二郎

好斉藤

笹谷源二郎

好斉藤

保科善久

好斉藤

笹谷源二良

好斉藤

笹谷源二郎

笹谷　源二郎

　8：30～10：30

10：50～12：00

13110～14：00

14：30～16；00

　9＝00～10：30

10＝40～11：50

13：10～13：40

14：00～15：30

　9：00～10：00

10：30～11：30

13：30～15：00

　9：30～10：00

10：20～11：40

13：10～13：40

14：00～15：30

　9：00～　9：40

10：00～11：30

13；10～14：00

14：20～14二50

15：00～15：30

　9：00～10＝30

10：40～11：30

　9：30～　 9：50

10：00～10：30

10：40～11：00

11：10～Il：40

13：00～14：00

14：20～14：50

15：00～15二20

15：30～16＝00

　9：30～10：30

10：40～11：00

11：20～12：00

13：30～14：20

　9；30～10：30

10：40～11：20

11：30～12：00

13：30～15：30

　9：30～10：00

10：15～11：30

11：40～12：00

13：10～14：30

　9：40～10：00

10；30～11：00

11：10～11：40

11：45～12：00

13：20～14：00

白石健康センター前

中央公園内

田町会館前

中央公民館前

鷹巣菊地忠四郎宅前

寿山集会所前

八幡神社前

郡山元畜産開発公社前

越河部落集会所前

越河公民館前

越河駅前

内親生活センター前

白川出張所前

津田小野商店前

犬卒都婆集会所前

大平五区集会所前

大平分室前

大鷹沢出張所前

中ノ内集会所前

耳取停留所前

斎川出張所前

中斎III集会所前

上戸沢公会堂前

下戸沢公会堂前

冷清水公会堂前

赤井畑停留所前

小原出張所前

新町停留所前

石屋前

小原かつらや前

滝ノ下会館前

原作業所前

弥治郎集会所前

鎌先詰所前

北区木須商店前

平林商店前

西区下集会所前

福岡公室前

大網集会所前

八宮生活センター前

西区上集会所前

南区木須商店前

lII原子停留所前

不忘関商店前

岡部捨雄宅前

下ノ集乳所前

三住元開拓農協前

月4．7

火8

白石

水9越河

木10白

金11

大平

大鷹沢

土12斎　川

月14原
ノ』

火15

水16

木17

金18

福岡

農作業労働賃金

作業料金決まる

難

　
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
農
業
労

働
賃
金
、
作
業
料
金
を
定
め
、
み
な

さ
ん
に
ご
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
が
こ
と
し
も
標
準
賃
金
、
料
金

を
定
め
ま
し
た
。

　
標
準
賃
金
、
料
金
を
定
め
る
に
あ

た
つ
て
は
、
他
産
業
の
労
働
賃
金
の

上
昇
率
や
、
そ
の
他
の
諸
物
価
の
指

数
な
ど
を
も
と
に
農
業
委
員
会
が
協

議
検
討
し
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　
お
た
が
い
に
こ
の
標
準
賃
金
、
料

金
を
守
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
一
日
の
労
働
時
間
は
八
時
間
と
し

　
八
時
間
を
越
す
場
合
は
一
時
間
に

　
つ
き
、
日
額
の
幡
一
8
を
加
算
の
こ
と
。

▽
す
べ
て
の
農
作
業
に
は
「
食
事
な

　
し
」
と
す
る
。

　
　
　
　
　
▽
地
形
・
天
候
等
の

　
　
　
　
　
　
関
係
で
特
に
作
業

　
　
　
　
　
　
困
難
な
場
合
、
燃

　
　
響
　
　
　
料
及
ぴ
農
業
資
材

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　喪

　　　　　　　　　　　

　
等
の
値
上
り
分
は

　
労
使
双
方
で
協
議

　
の
う
え
き
め
る
こ

　
と
。

▽
特
に
明
記
さ
れ
て

　
い
な
い
農
作
業
で

　
「
農
事
一
般
作
業

　
の
賃
金
」
に
ょ
り

　
が
た
い
場
合
は
、

　
そ
の
地
域
の
協
定

　
に
よ
る
賃
金
に
す

　
　
　
　
　
笠

　
る
こ
と
。

農業労働賃金作業料金標準表

標　準　賃　金

　　4，500円

　　4，500

　　5，000

　　5，000

　　7，000

　　4，500

　　4，300

　　3，700

　　　　900

　　　　700

単　　　位

10アール

10アール

1　　　日

1　　　日

10アール

10アール

日1

摘　　　　要
耕うん機使用
　　　〃
男　　女　　共
男　　女　　共
バィンダー刈取結束のみ

耕うん機使用
　　　男
　　　女

作業名
耕　転
代かき
田　植
稲刈り
請負稲刈『）

耕　 絃

作業区分

水
田
作
業

畑作業

農事一般
般
業

一
作

玄米1俵
　（60k9）

脱こ　く
もみ摺り

製
業

調
作

石の多い田、5ア‘ル未満
田、倒状稲、　量．している
　　　田、などの標準料金

6，100円

5，800

6，100

9，800

7，000

7，000

8，000

8．300

料　金

　　4，800円

　　4，500

　　4，800

　17，800
　　5，300

　　　600
　　　　20

　　4，800

　　4，500

　15，000

　16，000
　　7．300

協定
単　　位

10アール
　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

1箱当｝）

　〃
10アール

　〃

10アーノレ

大　型　農　機　具
　摘　　　　　　　要

トラクター　　プラウ（すき）

トラクター　　ロータリー

トラクター

機械植　　苗持詩負

機械植　　苗別

育苗センター　渡し

育苗箱　洗い代

トラクター　　プラウ（すき）

トラクター　　ロータリー

自脱型コンバィン

　　〃　　（わら結束の場合）

ノ＼一ベスター

名業作

水佃1耕蒜

水田代かき

†直田

転耕畑

収穫作業
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市

民
　
登
　
場

白
石
市
柳
町
七
十
一

小
野
末
吉
さ
ん
（
五
十
八
歳
）

時
計
と
共
に
四
十
四
年

　
右
目
に
ル
ー
ぺ
を
付
け
、
時
計
の

な
か
の
小
さ
な
ネ
ジ
や
歯
車
な
ど
を

取
り
外
し
た
り
、
組
み
立
て
た
り
し

な
が
ら
故
障
を
捜
し
直
し
て
い
く

”
時
計
の
お
医
者
さ
ん
”
の
小
野
末
吉

さ
ん
。

　
丸
森
町
出
身
で
、
学
校
を
卒
業
す

る
と
す
ぐ
時
計
屋
へ
修
理
工
見
習
い

と
し
て
入
っ
た
と
い
う
。

　
「
い
や
ー
、
小
さ
い
頃
か
ら
機
械

い
じ
く
り
が
好
き
で
な
ん
と
な
く
こ

の
職
へ
…
…
、
見
習
い
工
時
代
は
、

よ
く
部
品
な
ど
を
な
く
し
兄
弟
子
に

ど
や
さ
れ
ま
し
て
ネ
ー
。
」
と
、
て
れ

く
さ
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
る
小
野
さ

ん
も
、
今
は
こ
の
道
四
十
四
年
の
超

ベ
テ
ラ
ン
。

　
芸
は
身
を
助
け
る
ー
と
い
う
が
、

兵
隊
へ
も
修
理
道
具
を
持
っ
て
行
き
、

上
官
や
同
僚
の
時
計
を
ず
い
ず
ん
直
し

て
や
り
、
け
っ
こ
う
重
宝
が
ら
れ
た

と
か
。

　
仕
事
に
対
す
る
心
掛
け
に
つ
い
て

は
？

　
「
あ
る
程
度
時
間
が
か
か
っ
て
も

自
分
で
納
得
の
行
く
仕
事
を
し
た
い
一
、

と
語
る
そ
の
言
葉
に
職
人
と
し
て

の
意
地
が
光
る
。

国
保
シ
リ
ー
ズ
⑧

保
険
証
は
あ
な
た
の
健
康
を
守
る

大
切
な
証
書
で
す
。

　
保
険
証
は
、
加
入
者
の
権
利
を
保

障
し
、
数
十
万
円
、
数
百
万
円
の
サ

ー
ビ
ス
を
生
む
大
切
な
証
書
で
す
。

　
保
険
証
が
な
い
と
、
医
療
費
は
全

額
自
費
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。
。
他
人
に
貸
し
た
り
、

借
り
た
り
、
治
療
が
終
っ
た
後
病
院

に
預
け
っ
ぱ
な
し
に
し
た
り
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
不
正
に
使
用
す

れ
ば
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

心
が
こ
も
っ
た
保
険
証
で
す
。
大
切

に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

保
険
証
の
検
認
は

　
　
　
済
み
ま
し
た
か

保
険
証
は
二
年
ご
と
に
切
り
換
え

ら
れ
ま
す
。
今
年
は
検
認
の
年
で
す

去
る
三
月
十
八
日
か
ら
三
月
二
十
六

ま
で
市
内
の
各
地
区
で
検
認
い
た
し

ま
し
た
。
ま
だ
検
認
を
受
け
な
い
方

は
市
保
険
課
又
は
、
出
張
所
で
検
認

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
検
認
を
受
け
な
い
と
四
月
一

　
日
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

「
高
額
医
療
療
養
費
」

　
　
　
委
任
払
い
・

本
年
度
も
継
続
実
施

　
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
病
院
に
か
か

っ
た
場
合
、
そ
の
医
療
費
の
三
割
は

自
己
負
担
と
し
て
病
院
の
窓
口
に
支

払
っ
て
お
り
ま
す
。

患
者
の
負
担
を

　
軽
減
す
る
た
め
に

　
自
己
負
担
額
が
同
じ
月
内
に
、
同

じ
病
院
等
で
三
万
九
干
円
以
上
支
払

っ
た
場
合
、
三
万
九
干
円
を
越
え
た

額
を
「
高
額
療
養
費
」
と
し
て
必
要

な
審
査
を
し
二
ヵ
月
後
に
払
い
戻
し

て
お
り
ま
す
。

三
万
九
千
円
を
越
え
る

支
払
い
が
困
難
な
人
に

　
市
で
は
、
市
医
師
会
の
協
力
で
、

こ
の
高
額
医
療
費
（
三
万
九
千
円
を

超
え
る
額
）
の
支
払
が
困
難
な
人
に

つ
い
て
は
、
病
院
等
の
窓
口
に
申
出

て
、
高
額
療
養
費
の
受
領
権
を
病
院

等
に
委
任
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
万

九
千
円
の
自
己
負
担
だ
け
支
払
う
と

い
う
方
式
（
委
任
払
い
）
を
本
年
度

（
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
）
も
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
委
任
払
い
〃
を
希
望
さ
れ

る
方
は
病
院
等
の
窓
口
に
申
し
出
て

必
要
書
類
（
病
院
等
の
窓
口
に
あ
り

ま
す
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

委
任
払
い
を

　
希
望
し
な
い
場
合

　
病
院
等
に
自
己
負
担
額
三
万
九
千

円
以
上
支
払
っ
た
人
に
は
、
保
険
課

各
出
張
所
、
分
室
の
窓
口
に
病
院
等

で
支
払
っ
た
受
領
書
、
被
保
険
者
証

印
鑑
持
参
の
う
え
支
給
申
請
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

－
な
お
、
受
領
に
つ
い
て
銀
行
、
農

協
口
座
振
込
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

口
座
番
号
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
保
険
課
給
付
係
（
奮

五
～
二
一
一
一
内
線
一
五
一
へ
）

ノ0

55年3月

白石市消費生活モニター小売価格調査結果

前年同比

価格対比
対前月
価格比

平均最低最高銘柄規格名品

％
鵬

円
躍

㊤％㊤円
　4△1．2502801kg上白糖砂

108423390520本醸造上級濃口
2君（瓶代含み）しょう油

108499△△4805801，6509（1．8君〕天ぷら油

104160120180薄力粉・一等級
　　　1kg

粉麦小

102120炉
　　　9

122，120140一斤並食ンノぐ食

103348’　　　9

357．350370

10556ジ1595560

雪印　カルトン入

　　225g

中華めん
JAS　100g

タバ

即席ラーメン

100204o0190215225gソフトマーガリン

107324oo330350皿並カレーライス

10718700200200200杯かけうどん

119948　　2
14，1．0001．200

1004，517oo4，000145，000

小学生調髪
（洗髪を含む）一回

コrルド（ショートカット

及びセツト含）一回

理髪料

パーマネント代

1291，716’1，9752，400m5プロパンガス

221643ρ1．4221，3141．450
18¢（配達料含み）才由灯

味
自
慢

、　
　
　
　
　
　
　
遠
鱈

▽
材
料
（
五
人
分
）

　
生
鱈
子
一
腹
、
人
参
二
〇
〇
g
、

　
ご
ぽ
う
一
〇
〇
9
、
竹
の
子
一
〇

　
〇
g
、
干
し
い
た
け
五
、
六
枚
、

　
せ
り
一
束
、
糸
コ
ン
一
個

▽
調
味
料

　
だ
し
汁
、
砂
料
、
酒
、
塩
、
醤
油

▽
作
り
方

　
人
参
、
ご
ぼ
う
、
竹
の
子
、
干
し

い
た
け
を
せ
ん
切
り
に
し
て
調
味
料

を
入
れ
、
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る

材
料
が
煮
え
た
ら
生
鱈
子
を
袋
の
中

か
ら
取
り
出
し
て
ま
ぶ
す
。
全
体
の

味
を
整
え
て
火
を
止
め
る
、
そ
れ
に

せ
り
を
一
・
五
㎝
位
の
長
さ
に
切
っ

て
ま
ぜ
合
わ
せ
る
。

JAS表示改正

わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た

か
ん
詰
め
等
の
製
造
年
目
目

　
か
ん
詰
め
な
ど
の
製
造
年
月
日
の

表
示
が
、
こ
れ
ま
で
の
数
字
と
ロ
ー

マ
字
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
”
四
ケ

タ
記
号
”
に
代
わ
っ
て
、
新
し
く
数

字
ば
か
り
の
”
六
ケ
タ
記
号
”
方
式

が
採
用
さ
れ
、
徐
々
に
切
り
替
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
従
来
の
四
ケ
タ
表
示
は
、
「
製
造
年
」

が
西
暦
の
下
一
ケ
タ
、
「
月
」
も
一
ケ

タ
、
「
日
」
が
ニ
ケ
タ
で
表
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
十
月
、
十
一
月
、
十
二

月
の
表
示
は
そ
れ
ぞ
れ
「
O
」
「
Y
」

「
Z
」
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
使
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
略
号
の
意

味
を
知
ら
な
い
消
費
者
に
は
分
か
り

に
く
い
面
が
あ
り
ま
し
た
。

　
食
品
の
製
造
年
月
日
に
無
関
心
な

消
費
者
は
、
ま
ず
い
な
い
と
い
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
に
分
か

り
や
す
い
表
示
方
法
が
望
ま
れ
る
わ

け
で
す
。

　
六
ケ
タ
の
数
字
に
よ
る
新
し
い
表

示
方
法
は
、
製
造
年
、
月
、
日
と
も

に
ニ
ケ
タ
で
表
示
し
、
四
ケ
タ
の
場

合
と
違
っ
て
略
号
を
使
う
こ
と
も
な

い
の
で
、
消
費
者
の
方
に
も
分
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
製
造
年
は
西
暦
で
も
元
号
で
も
よ

く
、
西
暦
の
場
合
は
下
ニ
ケ
タ
を
表

示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
従
来
の
四
ケ
タ
表
示
は
、
昭
和
五

十
五
年
三
月
以
降
、
徐
々
に
六
ケ
タ

表
示
に
移
行
し
ま
す
が
、
メ
ー
カ
ー

側
の
機
械
設
備
の
切
り
替
え
な
ど
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら

く
の
間
は
四
ケ
タ
表
示
と
六
ケ
タ
表

示
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

4ケタ表示

4150

麟黙年纏期，，

麹蔓．鎚．瞳

Lは550415

6ケタ表示

／／



司き

孝
ぎ
あ
徽
ど
訳

わ
す
の
命
は
惜
す
ぐ
ね
エ

　
む
が
す
、
む
が
す
、
あ
っ
と
ご
ろ

に
、
一
匹
の
サ
ル
コ
が
、
え
だ
ん
だ

ど
。
ほ
の
サ
ル
コ
が
、
「
人
ば
り
、
う

め
エ
物
食
っ
て
、
お
ら
ー
（
お
れ
は
）

野
山
の
物
ば
り
食
っ
て
な
げ
ね
エ

（
食
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し
え
ん
ぞ

「
人
も
お
ら
も
、
同
ず
先
祖
だ
ベ
ェ
ー
」

ど
思
っ
て
、
来
る
日
も
来
る
日
も
、

ご
し
エ
ぱ
ら
や
げ
で
だ
（
腹
が
立
っ

て
い
た
）
ん
だ
ど
。

　
ほ
う
す
て
（
そ
う
し
て
）
、
人
の
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
は
だ

ね
エ
す
ぎ
ば
見
は
が
ら
っ
て
、
田
畑

ば
荒
す
回
っ
て
だ
ん
だ
ど
。
村
の
人

達
が
精
出
す
て
耕
す
た
田
畑
が
、
え

ず
の
こ
ま
に
が
（
い
つ
の
ま
に
か
“

台
な
す
に
さ
れ
で
す
ま
う
ん
で
、
な

一
ん
と
も
、
か
ん
と
も
、
困
り
は
で
で

だ
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、
な
じ
ょ
に
す

た
ら
（
ど
う
し
た
ら
）
、
田
畑
ば
荒
ら

す
者
の
正
体
ば
、
見
ど
ど
げ
る
ご
ど

が
、
で
ぎ
ん
ベ
ェ
（
で
き
る
だ
ろ

う
）
」
ど
、
み
ん
な
す
て
（
み
ん
な
で
）

す
た下

相
談
す
た
ん
だ
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ぬ
し

　
ほ
う
す
て
（
そ
う
し
て
）
、
神
主
さ

ん
さ
行
っ
て
、
拝
ん
で
も
ら
っ
た
ら
、

え
ー
ん
で
ね
エ
が
ど
、
ゆ
う
ご
と
に

話
す
が
、
ま
ど
ま
っ
た
ん
だ
ど
。

⑳
菅
野
新

ほ
う
す
て
、
神
主
さ
ん
に
拝
ん
で
も

ら
っ
た
っ
げ
エ
（
も
ら
っ
た
ら
）
、

「
こ
え
ず
は
（
こ
れ
は
）
、
サ
ル
コ
の

す
　
わ
ざ

仕
業
だ
」
ど
、
ゆ
わ
っ
た
ん
だ
ど
。

ほ
ん
で
「
な
ん
ど
が
す
て
、
ほ
の
サ

ル
コ
ば
、
な
だ
め
ら
ん
ね
エ
ベ
が
」

ど
神
主
さ
ん
さ
、
聞
え
だ
っ
け
エ
、

神
主
さ
ん
が
「
サ
ル
コ
さ
娘
コ
ば
け

ね
エ
げ
エ
（
娘
を
、
く
れ
な
け
れ
ば
）

わ
が
ん
ね
ー
（
駄
目
だ
ろ
う
）
」
ど
、

ゆ
わ
っ
た
ん
だ
ど
。

　
ほ
ん
で
、
サ
ル
コ
に
娘
コ
ば
、
上

げ
る
ご
ど
に
な
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ
だ

げ
ん
と
も
（
そ
う
で
は
あ
る
が
）
ほ

の
村
の
ど
の
娘
も
、
ど
の
娘
も
、
た

れ
一
人
ど
す
て
、
サ
ル
コ
の
ど
ご
ろ

さ
行
ぐ
ど
ゆ
う
も
の
が
、
え
ね
エ
が

っ
た
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、
村
の
人
達

が
、
な
ん
と
も
困
り
は
で
だ
っ
け
エ

（
は
て
た
ら
）
と
な
り
の
村
が
ら
、

利
口
な
娘
コ
が
や
っ
て
き
て
、
「
お
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
す
ん

が
、
行
っ
て
け
っ
か
ら
、
安
心
す
ら

え
ン
（
し
な
さ
い
）
」
ど
、
ゆ
っ
た
ん

だ
ど
。
ほ
ん
で
、
村
の
人
達
が
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
め
ず

変
よ
ろ
ご
ん
で
、
ほ
の
娘
コ
さ
嫁
仕

度
ば
す
て
、
や
っ
た
ん
だ
ど
一

　
は
ず
め
で
の
お
里
帰
り
の
日
の
ご

ど
。
娘
コ
が
、
サ
ル
コ
さ
、
「
お
ら
え

（
お
れ
の
家
）
の
お
ど
っ
つ
あ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ず

（
お
父
さ
ん
）
は
、
う
ん
と
、
餅
が

好
ぎ
だ
か
ら
、
餅
つ
え
で
持
っ
て
え

ぐ
ベ
ェ
」
ど
、
ゆ
っ
た
ん
だ
ど
。
サ

ル
コ
が
、
餅
ば
、
ゴ
ザ
さ
取
っ
ペ
ェ

ど
す
っ
と
、
娘
コ
が
「
ゴ
ザ
さ
取
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
す

と
、
ゴ
ザ
く
さ
ぐ
な
っ
か
ら
、
臼

が
ら
み
背
負
っ
て
ぐ
ベ
エ
」
ど
ゆ
っ
た

ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、
サ
ル
コ
が
、
ど

っ
こ
え
し
ょ
ど
、
背
負
っ
て
、
出
掛

　
　
　
　
　
　
と
ず
ヒ

げ
だ
ん
だ
ど
。
途
中
ま
で
き
た
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ず

川
ぷ
ず
の
枯
れ
木
さ
、
藤
が
巻
ぎ
付

え
で
、
美
す
え
花
が
、
え
っ
ペ
ェ
、

咲
え
で
だ
ん
だ
ど
。
「
お
ど
っ
つ
あ
ん

は
、
フ
ズ
の
花
が
好
ぎ
だ
か
ら
、

取
っ
て
け
ら
え
ン
（
下
さ
い
）
」
ど
ゆ

っ
た
ん
だ
ど
、
サ
ル
コ
が
臼
ば
お
ろ

す
て
、
取
っ
ペ
ェ
ど
す
た
ら
、
娘
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ず

が
、
「
臼
ば
お
ろ
す
と
、
土
く
さ
ぐ
な

っ
か
ら
、
臼
が
ら
み
、
背
負
っ
て
上

が
ら
え
ン
」
ど
ゆ
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ

ん
で
、
サ
ル
コ
が
、
臼
ば
背
負
っ
た

っ
ぺ
ん
（
頂
上
）
の
方
さ
登
っ
て
っ

た
ん
だ
ど
。
」
ほ
う
す
て
、
「
ほ
ら
、
ほ

ら
、
も
す
こ
す
上
の
花
だ
」
ど
、
娘

コ
に
ゆ
わ
っ
た
花
さ
手
ば
掛
げ
だ
っ

け
エ
（
掛
け
た
ら
）
、
ビ
リ
ビ
リ
バ
シ

ャ
ー
ン
ど
、
枝
が
折
れ
で
、
サ
ル
コ

は
、
ざ
ん
ぷ
り
ど
、
川
さ
落
ず
で
す

ま
っ
た
ん
だ
ど
。
娘
コ
は
、
こ
お
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

り
す
て
、
川
ぷ
ず
ば
、
行
っ
た
り
来

た
り
す
た
ん
だ
ど
。
サ
ル
コ
は
嫁
コ

　
　
マ
ん
ペ
コ

が
、
心
配
す
て
、
ど
ぎ
ま
ぎ
す
て
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
の
ず

の
だ
と
思
え
込
ん
で
、
「
わ
す
の
命
は
、

惜
す
ぐ
ね
エ
。
妻
の
悲
す
み
、
お
え

ど
す
え
（
い
た
わ
し
い
）
」
ど
、
ゆ
っ

た
ん
だ
ど
。
こ
ん
で
お
す
め
ー
。
チ

ャ
ン
、
チ
ャ
ン
。

、

吻

う
ど
、
「
も
す
こ
す
、
上
の
枝
に
あ
ん

の
ば
取
っ
て
け
ら
え
ン
」
ど
ゆ
っ
た

ん
だ
ど
。

　
サ
ル
コ
は
、
だ
ん
だ
ん
、
木
の
て

なみ

のん

図

書

館

世
界
の
博
物
館
　
全
二
十
三
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
談
社

阿
聞
梨
誕
生
　
　
　
　
　
和
崎
信
哉

女
ざ
か
り
か
ら
の
出
発
　
桐
島
洋
子

年
齢
を
と
る
と
い
う
こ
と
堀
　
秀
彦

素
顔
の
子
ど
も
た
ち

　
　
　
　
宮
城
の
子
ど
も
白
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
治

自
由
そ
れ
は
私
自
身
　
　
井
手
文
子

お
父
さ
ん
の
娘
の
育
て
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
瀬
仁
紀

80

年
代
男
は
ど
う
生
き
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
堺
屋
太
一
外

電
卓
ゲ
ー
ム
　
エ
ド
ウ
ィ
ン

　
　
　
　
　
　
ス
ク
ロ
ス
バ
ー
グ

い
い
脳
・
わ
る
い
脳
　
　
馬
杉
則
彦

板
前
さ
ん
の
知
恵
　
リ
ビ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
デ
ア
の
会

ま
ち
が
い
栄
養
学
　
　
　
川
島
四
郎

バ
ッ
グ
と
ポ
シ
エ
ッ
ト
　
雄
鶏
社

に
ん
げ
ん
望
遠
鏡
　
　
　
森
繁
久
弥

伝
統
的
工
芸
品
技
術
事
典

　
　
　
　
　
伝
統
的
工
芸
品

　
　
　
　
　
産
業
振
興
協
会

定
右
全
科
　
へ
t
－
へ
巻
　
　
人
竹
”
閣
矧

バ
ス
ク
語
入
門
－
言
語
・
民
放
文
化
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
宮
忠
雄

ミ
シ
ン
の
引
き
出
し
　
　
森
崎
和
江

白
と
黒
の
革
命
　
　
　
　
松
本
清
張

子
ど
も
漫
画
の
世
界
　
　
斎
藤
次
郎

日
曜
の
午
後
の
悲
し
み
　
大
島
　
渚

悪
魔
の
選
択
　
上
・
下

　
　
　
　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
フ
ォ
ー
サ
イ
ス

犬
の
幸
福
　
　
　
　
　
　
吉
田
知
子

同
時
代
ゲ
ー
ム
　
　
　
大
江
健
三
郎

神
の
汚
れ
た
手
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
曾
野
綾
子

　
子
ど
も
の
本

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
た
ん
じ
ょ
う
日
は

　
　
　
　
シ
ャ
ロ
ン
・
ベ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
テ
ィ
ス

お
ん
ぼ
ろ
宇
宙
船
と
空
と
ぶ

　
　
　
　
　
　
カ
ウ
ボ
ー
イ

　
ブ
ラ
イ
ア
ン
”
ア
ー
ン
シ
ョ
ウ

鉄
道
ク
イ
ズ
百
科
じ
て
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
誠
［

私
の
ア
ン
ネ
”
フ
ラ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
松
谷
み
よ
子

ぽ
く
の
お
じ
さ
ん
　
　
　
北
　
桂
夫

ノ2

な
ん
で
も
知
ろ
う

後
藤
昭
信

　
　
　
（
白
石
）

　
　
　
草
履
の
話

　
昔
、
こ
の
地
方
の
農
山
村
で
も
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
う
り
　
　
ば

場
で
も
、
靴
の
代
り
に
草
履
を
履
い

た
。
材
料
は
、
主
に
ワ
ラ
で
、
そ
の

ほ
か
、
ト
ウ
ミ
ギ
ヘ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）

の
皮
、
ぼ
ろ
切
れ
、
和
紙
な
ど
で
作

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
女
の
年
寄
り
が

作
り
、
ぼ
ろ
切
れ
で
作
る
と
き
は
い

ろ
い
ろ
の
色
の
布
切
れ
を
混
ぜ
て
作

っ
た
の
で
、
な
か
な
か
美
し
い
草
履

が
で
き
上
が
っ
た
。
明
治
四
十
三
・

四
ご
ろ
、
遠
刈
田
の
新
地
で
は
、
こ

け
し
作
り
の
名
人
の
佐
藤
丑
蔵
の
祖

母
の
「
お
と
ら
ば
っ
ぱ
」
が
内
職
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ち
も
ん

草
履
を
作
っ
て
、
一
足
八
文
で
遠
刈

田
に
卸
し
た
。
小
学
校
の
生
徒
た
ち

は
、
こ
の
一
銭
草
履
を
履
い
て
山
の

上
の
小
学
校
に
通
っ
た
。
は
だ
し
で

学
校
に
行
く
生
徒
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み

　
和
紙
で
作
っ
た
の
は
、
と
く
に
紙

ぞ
う
り

草
履
と
い
っ
て
、
と
て
も
丈
夫
だ
っ

た
。
火
事
の
場
合
に
は
、
こ
の
草
履

を
水
に
ぬ
ら
し
て
履
い
た
。
そ
う
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ぎ

る
と
、
と
て
も
堅
く
な
っ
て
、
釘
を

踏
ん
で
も
足
に
通
ら
な
か
っ
た
。
現

在
、
白
石
市
後
小
路
の
小
見
家
に
、

昔
の
紙
草
履
が
残
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
普
通
の
草
履
の
ほ
か
に
、

足
高
草
履
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
横

お緒
は
、
こ
の
草
履
を
作
り
な
が
ら
、

ナ
ワ
を
な
っ
て
編
み
込
み
、
最
後
に

草
履
の
二
本
の
ツ
メ
ナ
ワ
を
グ
ッ
と

引
っ
張
っ
て
、
ワ
ラ
を
尻
の
ほ
う
に

つ
め
て
高
く
堅
く
し
、
そ
の
ナ
ワ
を

　
　
　
　
　
は
な
お

表
に
出
し
て
鼻
緒
に
し
た
。
つ
ま
り

草
履
の
台
と
緒
が
作
り
付
け
に
な
る

の
で
、
と
て
も
丈
夫
だ
っ
た
。
春
か

ら
秋
に
か
け
て
、
畑
に
行
く
と
き
は

こ
の
足
高
草
履
を
履
い
て
、
い
よ
い

よ
仕
事
に
か
か
る
と
き
に
は
、
脱
い

で
素
足
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
草
履
を
山
に
履
い
て

行
く
人
も
い
た
。
こ
の
草
履
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
だ
　
　
て

を
、
福
島
県
の
伊
達
地
方
で
は
、
バ

ガ
ゾ
ウ
リ
（
馬
鹿
草
履
）
と
も
「
バ

ッ
カ
ラ
ゾ
ウ
リ
」
と
も
い
っ
た
。
爪

先
が
短
い
の
で
親
指
が
土
に
つ
く
欠

点
が
あ
る
が
、
履
き
心
地
は
、
と
て

も
よ
か
っ
た
。
た
だ
，
見
た
目
が
不

格
好
な
の
で
、
子
供
た
ち
は
、
あ
ま

り
履
か
な
か
っ
た
。
現
在
、
こ
れ
ら

の
草
履
は
、
め
っ
た
に
履
か
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

宿
　
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
O
1
9
●

彗
立
　
蒼

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
V

毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

　
　
歌
　
　
壇

若
き
日
の
想
ひ
果
て
な
き
南
鮮
に
カ
サ
サ
ギ
喘
け
り

霊
巌
の
邑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
省
三

娘
の
縁
談
決
ま
り
し
夜
は
寝
つ
か
れ
ず
他
愛
な
き
事

さ
ま
ざ
ま
思
う
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
静
枝

小
止
み
な
く
雪
の
降
る
朝
軒
先
に
親
子
雀
は
羽
を
寄

せ
合
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
男

日
没
の
夕
陽
さ
揺
ら
ぐ
川
の
面
に
眩
し
く
追
い
し
白

鳥
の
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

ど
ん
と
祭
の
た
い
ま
つ
も
え
て
夜
を
こ
が
す
は
る
か

空
よ
り
雪
の
舞
い
来
る
　
　
　
　
　
柴
内
矩
子

立
春
と
い
ふ
に
し
き
り
に
雪
降
り
て
老
い
た
る
姑
と

豆
を
食
み
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
と
し

川
べ
り
の
木
は
㎝
面
に
樹
氷
な
し
朝
の
ま
ば
ゆ
き
光

り
輝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係

（
白
石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

川
股
兵
三
選

霜
枯
れ
し
柿
の
梢
の
葉
も
散
り
て
熟
れ
残
り
た
る
実

の
二
つ
三
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
正
三

北
側
の
屋
根
に
凍
り
て
せ
り
出
せ
し
雪
は
音
た
て
響

き
落
ち
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
久
美
子

初
釜
の
松
風
の
音
き
き
を
れ
ば
外
は
春
雪
舞
い
は
じ

め
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
良
子

新
若
布
の
香
り
ほ
の
ぽ
の
厨
辺
に
み
ち
て
窓
辺
に
降

る
雪
を
見
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
吹
さ
く

枯
草
の
な
び
け
る
野
辺
に
陽
の
没
り
て
娘
を
想
ひ
つ

つ
し
ば
し
停
ち
を
り
　
　
　
　
　
　
　
川
村
静
恵

久
々
に
古
き
鏡
に
向
ひ
た
る
わ
が
黒
髪
に
白
き
も
の

み
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
浜

ど
ん
と
祭
の
火
は
も
え
さ
か
り
降
る
雪
に
昔
の
宴
を

思
ひ
つ
つ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

俳

壇

鈴
木
貞
二
選

し
き
た
り
を
任
せ
て
老
の
寝
正
月

う
つ
り
ゆ
く
世
に
し
き
た
り
の
宝
船

吹
き
晴
れ
し
蔵
王
の
威
容
春
の
泥

白
鳥
の
波
紋
ひ
ろ
ご
る
き
ら
く
と

鐘
一
つ
打
っ
て
今
年
も
御
慶
述
ぶ

鐘
の
音
余
韻
の
こ
り
て
去
年
今
年

風
花
や
長
き
農
道
子
ら
走
る

飾
り
ゐ
し
冬
至
の
南
瓜
今
日
炊
き
ぬ

屠
蘇
酌
む
や
恩
師
は
米
寿
わ
れ
は
喜
寿

凧
ぐ
ん
と
伸
ば
し
少
年
雪
に
立
つ

黒
き
土
も
ぐ
ら
が
散
ら
す
雪
の
上

初
鶏
の
鳴
き
て
明
る
く
年
明
け
ぬ

変
り
ゆ
く
世
が
気
が
か
り
の
紙
を
す
く

半
沢
も
り
江

半
沢
も
り
江

陶
山
み
や

高
橋
干
代
子

阿
部
み
さ
子

村
上
静
江

佐
藤
善
夫

遠
藤
省
三

　
三
浦
愛
嶺

小
野
嘉
津
子

山
吹
さ
く

青
木
良
子

　
佐
藤
梅
月
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出
生
・
婚
姻
届
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
業
の
記
入
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
～
翌
年
三
月
三
十
一
日

　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
翌

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
出
生
・

死
亡
・
死
産
が
あ
っ
て
届
げ
出
ら
れ

る
方
と
、
こ
の
期
間
に
婚
姻
・
離
婚

の
届
け
を
さ
れ
る
方
は
、
届
書
に

「
職
業
」
死
亡
に
つ
い
て
は
「
産
業
」

も
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
今
年
、
国
勢

調
査
の
年
次
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　
厚
生
省
で
は
、
届
出
に
書
か
れ
た

内
容
を
も
と
に
人
口
動
態
統
計
を
作

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
口
動
態
統
計

は
、
国
勢
調
査
の
結
果
と
と
も
に
、

わ
が
国
の
人
口
に
関
す
る
基
礎
的
な

資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
さ
ら
に
職
業
・
産
業

に
つ
い
て
も
調
査
し
、
国
勢
調
査
の

職
業
、
産
業
別
人
口
を
も
と
に
出
生
・

死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
と
い
っ

た
人
口
動
態
事
象
が
職
業
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
か
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
入
口
動
態
職
業
、

産
業
別
統
計
を
作
成
し
ま
す
。

　
人
口
動
態
職
業
、
産
業
別
統
計
の

昭
和
五
十
年
度
の
結
果
を
み
ま
す
と
、

例
え
ば
平
均
初
婚
年
齢
は
、
就
業
者

全
体
で
は
、
夫
は
二
十
七
・
○
歳
で

す
が
、
こ
れ
を
職
業
別
に
み
ま
す
と
、

農
業
・
漁
業
関
係
と
販
売
関
係
職
業

は
二
十
六
・
七
歳
、
事
務
関
係
職
業

は
二
十
七
・
四
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
妻
の
場
合
を
み
ま
す
と
、
就
業
者

全
体
で
は
二
十
四
・
六
歳
で
す
が
、

農
業
、
漁
業
関
係
職
業
は
二
十
三
・

七
歳
、
事
務
関
係
職
業
で
は
二
十
四
・

八
歳
と
約
一
歳
の
開
き
が
あ
り
、
こ

の
差
が
ま
た
出
生
に
も
反
映
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
届
け
出
に
使
う
「
届
書
」
は
市
役

所
窓
口
及
び
各
出
張
所
に
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
、
定
め
ら
れ
た
事
項
を

記
入
し
た
う
え
ご
提
出
願
い
ま
す
。

　
特
に
、
今
回
職
業
・
産
業
の
書
き

方
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
記
入
の

方
法
を
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
か

ら
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
正
し
く
書

い
て
く
だ
さ
い
。

　
届
書
に
記
入
さ
れ
た
事
項
は
、
戸

籍
法
な
ど
に
基
づ
き
、
ま
た
届
書
か

ら
の
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
よ
っ
て
個
入
の
秘
密
を
他
人
に
も

ら
す
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
炎
㌧
ノ
更

（
礎
）

　
い
ま
ま
で
の
定
例
相
談
は
毎
月
五

日
で
し
た
が
、
よ
り
一
層
皆
さ
ん
の
便

宣
を
図
る
た
め
昭
和
五
十
五
年
四
月

か
ら
毎
月
十
五
日
下
記
区
分
で
相
談

に
応
ず
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
青

少
年
相
談
や
消
費
生
活
相
談
の
よ
う

に
曜
日
で
行
っ
て
い
る
業
務
に
つ
い

て
は
十
五
日
と
重
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
相
談
内
容
は
一
切
秘
密
が
守
ら
れ

無
料
で
す
。
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

（
雪
五
－
一
二
一
一
内
線
一
二
七
・

市
民
相
談
係
）

談相例定
容内所場間時日相　言炎相談区分

結婚、離婚、遺産相続、借地借家、雇傭、差別
待遇問題等。

国や県、市など役所の行う仕事について困って
いることや希望等。

市民の日常の生活上の困りごと。

白石市役所10：00～12：0015人権擁護相談

〃10：00～12：0015行政相談
〃10：00～12：0015生活相談

健康保険、船員保険、厚生年金など。〃9：30～15：0015社会保険相談

60歳以上の方の職業斡旋。ノノ

10：00～14：00228高齢者職業紹会

税金などに関すること。〃10：00～王6：0015税務相談
買物苦情、消費生活一般。〃9：00～16：00毎週水木金消費生活相談

補聴器の修理、調整など。〃13：00～14：0010・24補聴器巡回
サービス
お気軽においで下さ
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農業委員会だより

農地等の

遺産相続登記

農
地
等
〔
田
・
畑
等
》
の
相
続
登

記
か
完
了
し
て
い
な
い
農
家
が
多
数

散
見
さ
れ
ま
す
。
こ
の
相
続
登
記
が

亮
了
し
て
い
な
い
関
係
上
、
農
地
法
、

農
業
者
年
金
法
等
農
政
推
進
上
種
々

の
支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
農
地
等
の
相
続
登
記
を
完
了

さ
れ
て
い
な
い
農
家
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
相
続
登
記
を
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
相
続
登
記
が
な
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
市
税
務
課
に
お
い

て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
覧
し

て
下
さ
い
。

農
地
の
無
断
転
用
を

　
　
　
な
く
し
ま
し
ょ
う

農
地
（
田
・
畑
等
）
を
農
地
以
外

の
地
目
（
宅
地
・
山
林
・
そ
の
他
）

に
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
か

な
ら
ず
農
業
委
員
会
に
申
し
出
て
知

事
の
許
可
を
う
け
て
下
さ
い
。

知
事
の
許
可
を
う
け
な
い
で
転
用

し
ま
す
と
、
農
地
法
第
八
十
三
条
の

二
の
規
定
に
よ
り
工
事
そ
の
他
の
行

為
の
停
止
、
原
状
回
復
命
令
等
の
措

置
を
と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
地
法
九
十
二
条
の
規
定

に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

働く婦人の家・勤

　　　勤労
う家・勤労青少年ホーム

　　　勤労青少年ホームー

勤労青少年ホームでは定期講座サークル会員

を募集します。

〉利用資格　白石市に住所又は勤務先をもつ青

　少年。利用証の交付申請をしてない方は申込

　と同時に登録申請もしてください。

じ〉申込受付　4月1日から（定員にな1）次第〆

　切ります）

〉申込先　白石市勤労青少年ホーム（豊5－3

　720）
　申込用紙はホーム事務室にあります。前年度

　に引続き受講される方も手続きをすませてく

　ださい。

教　　　材　　　費

扇子代　月謝　　500円

材料代　月謝1，800円

茶菓子代　月謝5GO円

花　代　月謝2，000円

花　代　月謝2，000円

教材費　実　　　　費

実　　　　　　　費

実　　　　　　　費

実　　　　　　　費

期　　　　　間

1ヶ年毎週月曜日

1ヶ年毎週火曜日

1ヶ年毎週火曜日

1ヶ年毎週木曜日

1ヶ年毎週金曜日

1ヶ年毎週土曜日

短期毎週土曜日

短期毎週土曜日

短期毎週金曜日

講　座　名

日本舞踊若柳流

料　　　理

茶道裏干家流

華道池坊
華道小原流

和　　　裁

剣　　　道

書　　　道

着　　　付

区分

定

期

講

座

　目　的　・活　動　内　容

料理の研究・親ぽく

交流試合・親ぽく

フォークダンス・親1まく・レクリェンヨン

アートフラワーの製作・親ぽく・慰問

杜交ダンス・親1まく　・！く一テf開1崔

民謡練習・親ぽく

ギター練習・コンサート開催

バドミントンを通じての親ほズ

春から秋にかけて東北の山々をアタ’ク

例　会　日

第1・3月曜日

毎週火木曜日

毎週火曜日

毎週木曜日

毎週木曜日

毎週 金曜日

毎週土曜日

毎週金曜日

第2月曜日

グループ名
サークルくいしんぽう

サークルセンポン

フォークダンスサークル

サークルスイトビー

社交ダンスサークル

民謡愛好会
ファーストラブ

ノ｛ト『ミントンサークノレ

山小屋（登山部1

区分

趣
　
味
　
同
　
好
　
サ

ク
　
　
ル

受講生募集　　働く婦
　　　　働く婦人の家

　働く婦人の家では、勤労婦入や家庭婦人が余

暇を有意義にすごし生活をよ1）豊かにしていた

だくために、教養と趣味をかねた定期講座を開

設いたしますので、皆さんのご参加をお待ちし

ております。

実施
期問

自4月

至9月

実施時間

午前

月
　
　
年
月

自
　
　
至

午後
夜

午前

午後
夜

曳施曜日

第1策3
日昭日

箪2第4
水昭ε

第1第3

水曜E
第2第4

土曜E
第2第4

水畷E
第1第3

金昭E
第2第4

木昭E
第1第＝

火昭E
第1第ξ

土曜E
第2第‘

水躍E

慧
20人

15人

20入

　内　　　　　　容

和月風の礼儀を学ぴ

一人で着付のできるまで

料理実習と栄養の知ま臥

発声法から二部ド｝唱

プローチ

ベンダントづくり

ブ几一ス・タンコ㌔『7ル’ノ

等のステ／プを学．5‘

池ノ坊

（文化式）

ブラウスとスカート

単衣

ウールアンサンフ「ル

1方円流煎茶1　お茶を
美味しく自て作法を学ぷ

毛筆の持つ良さを味わい
糟神修養をかねて

講座 名

きもの着f寸教室

料理教室
ママさんコーラス

七宝焼教室

社交ダンス教室

輩道教室

洋裁敦室

租裁教室
茶・道教室

習字教蜜

募　集　要　項

　時　　間　午前の部　10：00～12：00

　　　　　午後の部　1：00～3：00

　　　　　夜の部6：00～8：00
　受講対象　白石市に在住または在勤の婦人

　受講料無料但し教材費実費は個人負担
　申込受付　4月12日まで　働く婦人の家

　　　　　　（電話の申込も受付ます）
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灘蕪灘灘灘灘灘灘灘鐵雛
お

知保　　　健
ら

せ　　三種混合定期予防接種

板ジフテリア・百日咳・破傷風（三

　種混合）の定期予防接種（第一期）

　を行います。この予防接種は予防

　接種法に基づいて実施するジフテ

　リア、百日咳と保護者の不安が著

　しい破傷風の予防接種を同時に行

　うものです。

　1日時　4月18日　13時30分～

　　　　　　　　　　　14時まで

　2場所　白石市健康センター

　3料金無料
　4接種するお子さん

　　昭和52年10月1日～昭和53年3

　　月31日までの出生者

　5その他　（1）問診書は必ず記載し

　　て当日持参して下さい。（2〉母子

お
知
ら
せ
板

扶養共済制度一部改正

　心身障害者の扶養共済制度の一

部が4月1日から’改正されます。

　改正される主な点は次のとお1）

です。

1加入資搭
行現

加入年の4月1日に45才未満で

ある者

改　　　　　正

加入年の4月1日に65才未満で

ある者

2掛金月　額

現　　　　行

年　　令

～3峯才

35才刈4才

45才一

掛　金

1，000円

1，3DO円

1，5DO円

掛金は納付時の年令に

より変‘ヒします

追　加　さ　れ　た　分

年　　令

45才一49才

50才一54才

55才一59才

60才一64才

掛　　金

3，200円

4，100円

5，甜0円

6，800円

備　　考

45才以上の加入

者について追加

されたものです

掛金は加入時の年令で固定します

手帳も持参して下さい。（3〉身体

に異常がある場合、接種前にか

かつつけの医師の診断をうける

などの処置をとづて下さい。

（4）当日接種できなかったお子さ

んは予備日1昭和55年7月11日）

に接種して下さい。

　　　55年度身障者自動車税i

　　　免税申請出張受付i

　〉とき　4月11日（金）

　　　　　午後1時より3時まで

　〉場所　市役所第二会議室

　〉必要携帯品　身障手帳・印かん・

　　運転免許証・車検証

お　申請用紙は会場に準備してあり

知　ます。

ら　（本人が運転者でない場合は、福

せ祉事務所長の証明を必要とします。）

板　なお、詳細は県身障者交安友の

　会白石支部長本多保一までお間い

　合わせ下さい（費5～9488）。

3年金の額及び一時金

　年金24万円（月額2万円）一時

　金2万円は従前どお1）です。

4特約・口数追加

（1）45歳未満の加入者は特約、45歳

　以上の加入者は口数になります。

　2の現行掛金に次の年令区分に

　よる掛金を加えた分を納入します。

㌻34才1，400円　40才～44才2，6DO円　5吋』～59孝5，鋤0円

35才一44才1，900円　45才一｛9オ3，200円　6Uヤー64よ6，8〔鯛〕円

　この特約分は、特約加入申込時

　の年令で固定されます。

（2）45歳以上の場合

　2の追加された分の掛金に次の

　年令区分による掛金（一口分と

　同様）を加えた分を納入します、

45才～49才3，200円

50才～54才4，100円

55才～59オ’5，300円

60才～64才6，800円

　この口数追加は、口数追加加入

　申込時の年令で固定されます。

5年金の額及ぴ一時金

特約・口数追加者に対しては年

　金48万円（月額4万円）一時金

　4万円が支給されます。
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　なお手続については市福祉事務

所で行っていますので従来の共済

証書を持参して下さい。　　　　お

　　　　　　　　　　　　　　　知

　　日本赤十字社社費納入　　ら

　　　　　　　　　　　　　　　せ

　　　　　　　　　　　　　　板　日本赤十字社の杜費納入の時期

になりました。日赤は世界性の原

則に立って、人間の尊厳を確保し

世界の平和に寄与する為、国内・

国際的に各種の人道的事業を行っ

てお1）ます。財政的には日赤に参

加協力される社員の方々から毎年

納入される社費等を財源として運

営されてお1）ますのでご協賛下さ

いますようお願い致します。また

カンボジア及ぴアフガン難民救援

金も日赤で行ってお1）ます。

　くわしくは福祉事務所・社会係

までa5－2111内線156

国民年金i・
　　　　　　　　　　　　　　知
　特例納付はあと3ヵ月です　　ら

　いま実施されている国民年金のせ

特例納付制度の締切1）は、あと3板

ヵ月、6月30日までです。

　この制度は、国民年金にまだ加

入していないとか、保険料を滞納

したため、将来、年金を受ける権

利のない方が、未納期間分の保険

料を納めることによ1）、年金が受

けられるようになるものです。

　いま、浮命の伸びは著しく、急

ピ・ノチで高齢入口が増えています。

昭和75年頃には、現在の欧米諸国

を上回る世界のトップレベ’レの高

齢国となります。老後の生活には、

年金は欠かせなくなってきていま

す。さて、あなたの年金は大丈夫お

でしようか．将来にむけて「確保」知

されていますか？　　　　　　　ら

　もし納め忘れの保険料がありませ

したら、この制度を利用して、年板

金を受けられるようにしてくださ

い。

　特例納付の保険料は、1ヵ月に

　つき4千円になっておりますが、

お世帯更生資金段貸付制度がありま

知すので、詳しくは、市役所市民課

ら国民年金係（君5－2111内線

せ133）へお問い合わせください。

板

募 集

　　　　白石市奨学生募集

　　市内に1年以上住んでいる入の

　子弟で高等学校以上の学校または

　これと同等の学校に在学する学術

　優秀、品行方正、心身ともに健全

　で経済的な事由で学資の支弁が困

　難な学生を対象に奨学生を募集し

　ます。

　〉募集入員（応募状況により変更

　　　することがあります）

お　　大学生　5人以内
知
　　　短大生　3人以内
ら
　　　高校生　2人以内
せ
　〉奨学資金の額
板
1　　大学生（月額）2万円

　　　短大生（月額）2万円

　　　高校生（月額〉1万円

　〉申請の手続

　　教育委員会事務局に申請用紙が

　　ありますから所定の事項を記入

　　し学校長の推せん書とともに5

　　月10日まで教育委員会に提出し

お　て下さい。

知　なお、日本育英会等から奨学金

ら　を受けている人はご遠慮くださ

せ
　　いo
板
　〉奨学資金の償還

1　貸付期間満了の6ヵ月後から

　月賦均等償還の方法により貸付

　を受けた期間の2倍に相当する

期間内に償還します。（繰上償還

　をすることができます。

2　償還金は納入通知書により市

内の収納代理金融機関に納入し

　ます。

　くわしいことは、白石市教育委

員会事務局庶務課にお問い合せ

下さい（智5－2111内線4

　14・415番〉

　　　　　青年の船

　昭和55年度第8回「宮城県青少

年の船」の団員を募集しています。

〉訪問先　中華人民共和国（上海・

　蘇州〉、沖縄県

〉期　間　8月22日（金）～9月

　　　　　4日（木）14日間

〉応募資格　日本国籍を有し、20

　歳以上30歳未満の勤労青年（男・

　女）、ただし過去に県青年の船団

　員となったものを除く。4／1現在

［＞募集入貝（当市分）　4名

〉経　費　①負担金　15万円

　②諸経費（パスポート・ユニホ

　ーム代等）約3万5千円

〉申込先　白石古教育委貝会社会

　教育係（盈5－2111内線4

　11）へ。

［＞申込期間　4月1日～5月20日

　　　　　　　　　　　　　　　箔

郵便局・　　　　　　　　　　　　　　叢

　加入者ホームの施設をご利用下

さい。

　簡易保険では、加入者のみなさ

んの健康増進と福祉の向上をはか

るため、全国に「簡易保険郵便年

金加入者ホーム」13ヵ所設けてい

ます。「白石加入者ホーム不忘荘」

もその施設の一つです。

　1年以上5年以内の長期と、1

ヵ月以内の短期ホームがあり、み

なさんのご利用をお待ちしていま
　　　　　　　　　　　　　　　お
す。利用年齢に若干の制限がござ知

いますので・くわしくは郵便局にら

おたずね下さい。　　　　　　　せ

　　　　　　　　　　　　　　板

検察審査員選定

　去る1月31日の仙台検察審査会

においては、本年度第1群の検察

審査員・補充員の選定を行いまし

た。その結果、次の方が選定され、

2月1日から向う6ヵ月間検察官

のなした不起訴処分の当否についお

ての審査などに当ることになりま知

す。　　　　　　　　　　　ら
　〉　小野　勇さん　　　　　　せ

　　　　　　　　　　　　　　　板

　　あなたとわたしのふるさと祭り

伝統に新しさを加えた心のふるさと祭り

　　　　4月13日（日）

　　　臼石春まつり
民謡踊1）、稚児行列、山車、太鼓屋台

子どもみこし、大人みこし、神楽

主　催　　　臼石春祭協議会

春の山火事防止運動
「消したはず、消えたはずから山の火事」

たきぴの跡始末を完全にすること。

たばこの吸穀は完全に消すこと。

山に入ったらマッチ等は使用しないこと。

火入の許可は必ずとること。

林内での子供の火遊びに注意すること。

ノ6



4月健贋直力幽シ勿』
日

1

2

3

7

8

10

11

14

15

16

！7

17

21

22

23

24

25

28

区 分

健康相談

妊婦教室

3ヵ月児健診

健康相談

健康相談

3ヵ月児健診

心の健康相談

健康相談

1才6ヵ月児
健　　　診

妊婦教室

健康相談

6ヵ月児健診

健康相談
3才6ヵ月児
健　　　診

12ヵ月児
育児相談
6ヵ月児健診

健康相談

健康相談

受付時間

9：30～11：00

9：30～9：40

12：40～12：50

9』30－11：00

9：30～11：00

12：40～12：50

13100～13：10

9：30～11：00

12130時間厳守

9：30～9：40

9：30～11：00

12：40～12：50

9：30～11：00

12：30～13；00

9：50～10：00

13：00～13：10

12：40～12：50

9：30～12：00

9：30～1！100

対象地区

越河地区

全地区

全地区

福岡地区

白川地区

全地区

全地区

大平地区

全地区

全地区

・J・原地区

白石以外

大鷹沢地区

全地区
白石地区
白石以外

白石地区

深谷地区

斎川地区

場　所

越河公民館

健康センター

健康センター

福岡公民館

白川公民館

健康センター

健康センター

大平公民館

健康センター

健康センター

小原公民館

健康センター

大鷹沢公民館

健康センター

健康センター

健康センター

深谷公民館

健康センター

備　　考

S54．12，14

～12．27生

S54，12，28

55，1．10生

S53，10生

S54．10生

S5L10生

S54，4生

S54，10生

5月

1

ウ
一

6

6

7

8

3ヵ月児健診

健康相談

健康相談

健康相談

妊婦教室

3ヵ月児健診

12：40～工2：5（｝

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～9：40

12：40～12：50

全地区

蔵王地区

越河地区

福岡地区

全地区

全地区

健康センター

蔵王集会所

越河公民館

福岡公民館

働蓑センター

健康センター

S55，1，11

～1，24生

S55．1．25

～55，2，8

わが家のアイドル

　　　　　　　　　議臨

　　　　　　　　　　甑

　　　　　鑛麟

　　碧繋講　 霧

　　　鈴木優子ちゃん
　　　　　　（長町）

　　ママから一言

　　“名前のように優しく育

　　ってほヒい”

　　　村上　壮ちゃん
　　　　　（大平中目）

　　ママから一言

　　“素直な子に育ってほし

　　い”

像日急患当番医

月　日

4／6

13

20

27

29

都合によ

内　　科

加藤同）医院

（5）2001

引地医院

（5）2036

柿崎医院

（5）2210

亘理医院

（5）8501

大沼医院

（5）2502

外　科

刈田病院

（5）2145

加藤㈹医院

（5）4701

刈田病院

（5〉2145

堤　医院

（5）1181

朝倉病院

（5）2101
フ変更になる場合もあ｝）ます。
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